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  Pivme¢illinam， a new semisynthetic penicillin antibiotic was administered orally 50 mg three

times a day to patients with acute simple cystitis．

  The results obtained were as foliows：

  1） The－clinical efficacy of・pivmecillinam in 132 patients included excellent cases （72．7e／．）， 30

moderate cases （23．5P／a） and 6．poor cases （4．5e／o）， the overall effective rate beipg 95．50／．．

  2） ．T． wo patients of 148 receiving pivmecillinam exhibited side effects： prie．with headache and

nausea， and one with slight increase of GOT．

  3） Clinical usgfulness of pivmecillinam in 136 patients was evaluated as usefu1 in 124 cases

（91．20／，） by attending doctors．

は じ め に

 pivmecillinam（PMPC）は，、新しく開発された半

合成経費ペニシリン系抗生剤で，Fig．1．に示すごとき

化学構造式を有する．本剤は，内服後腸管壁内の非特

異的．エステラーゼにより加水分解を受け，mecillinam

（MPC）となり抗菌作用を発揮するといわれている・

Fig． 1 Chemical structure of PMPC

○一一漁§蕊，読8』、，H，、

 われわれは，女子の急性単純性膀胱炎に対して本剤

を使用し，臨床効果を中心に検討したので報告する・

対象および方法

 ．1．対象

 対象は女子の急性単純性膀胱炎132例で，年齢は19

～83歳，平均43．6歳であった（Table I）．急性単純性

膀胱炎の診断は，UTI薬効評価基準（第ご版）1）に準

じ，排尿痛などの自覚症状を有し，投薬前尿中白血球

数IOコ／hpf以上，投薬前尿中生菌数104コ／ml以上あ

ることを条件とし，さらに発症よりの経過が2週間以

Table 1 Age distribution of 132

    patients with acute simple cystitis

Age （yrs．） No． of cases ｛O／o）

  一 10

11 一20
21 一 30

31 一 40

－41 一50

51 一60
61 一 70

71 一80
81 一

0
2 （1 ．50／o）

37 （28．oe／，｝

26 ｛19．7e／，）

18 （13，60／o）

26 （19．70／o）

12 （9．10／o）

10 （7．601，）

1 ｛O．80／，｝

丁ota1 132 （1000／，）

内のものに限定した．

 2．投薬量および投薬方法

 投薬量は1日150mgとし，これを3回に分け経口

投薬した．効果判定は，UTI薬効評価基準（第二版）

の急性症における薬効評価基準の項に準じて，原則と

して3日間投薬終了後に行なった．さらに4日間追加

投薬し，治療効果および副作用について検討した．

．成 績

1．臨床効果

急性単純性膀胱炎132例の臨床効果は， 著効96例

Table 2 Overall clinical efficacy of PMPC in acute simple cystitis

（50 mg x 3／day， 3 days treatment）
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 lm－
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（72．7％），有効30例（23．5％），無効6例（4．5％）で総

合有効率は95．5％であった（Table 2）．．これを自覚症

状に対する効果でみると，排尿痛を有した132例申消

失および軽快が128例（96．9％），頻尿を有した126例

申消失および軽快が124例（98．4％），残尿感を有した

122例申消失および軽快がl16例（95．1％）であった

（Table 3）．膿尿に対する効果でみると，正常化111例

（84．1％），改善．9例（6．8％），不変12例（9．1％）で

あった（Thble 4）・細菌尿に対する効果でみると，陰

性化109例（S2．6％），減少1例（0．8％），菌交代12例

（9．1％），不変10例（7．6％）であった（Table 5）．こ

れを菌種別に検討すると，投薬前に尿中より分離され

たPseudomonas aeruginosa 3株，1（lebsiella Pneumoniae

2株，Proteus morganii 2株， Citrobacter sp．1株，

Table 4 Effects of PMPC on pyuria

sqv

No． of cases Cleared Decreased Unchanged

132
｛100）

111
｛84．1）

9
｛6．8）

12
（9．1）

Table 3 Effects of PMPC on ＄ymptoms

       Pain on urination

No． of cases Resolved ：rnproved Persisted

132
（100）

122
（92，4｝

6
（4．5｝

4
（3．0｝

Frequency of urination

No． of cases Resolved irnproved Persisted

126
（100）

111

｛88．1）

 13

｛10．3）

2
｛1．6｝

Sense of retention

No． of cases Resolved lmproved Persisted

122
（100）

109
〈89．4）

7

｛5．7）

6

（4．9｝

ofo

Yo

StaPhylococcus aureus 2株， StrePtocoecus sp．1株，グラ

ム陽性球菌3株は，本剤投薬後すべて尿中より消失

した．またEsaherichia coli 110er申98株（89．1％），

jProteus mirabilis 4赤蕪2株（50％）， StaPh少lococcus

epidermidis 6株中5株（83．3％）が本剤投薬後に尿中

より消失した（Table 6）．投薬後尿中出現菌として

は，StrePtocθccus faecalis 9株， StrePtococcus spp．2株，

PePtOCOCCUS sp・1株，グラム陽性球菌委株が認められ

た（Table 7）．

 前記132例中36例は，急性膀胱炎と考えられる既往

を2回以上有していた．この36例の臨床効果は，著効

28例（77．8％），有効7例（19．4％），無効1例（2．8

％）で総合有効率は97．2％であった・

 2。副作用

 副作用は，除外および脱落例をも含めた142例につ

いて検討可能であったが，1例に頭痛および悪心，他

の1例にGOTの軽度上昇（31→43・U．）が認められ

た（Table 8）．．

 3．有用煙

 主治医による本剤の有用性判定は，UTI薬効評価

基準（第二版）による効果判定不能例をも含め136例

について行なわれた．また判定は原則として7日間投

薬終了後に行なわれたが，結果は124例（91．2％）が

Tabte 5 Effect＄ of PMPC on bacteriuria

No． of cases Eliminated Decreased Repiaced Unchanged

132
（100｝

109
（82．6）

 1

（O．8｝

12

｛9．1｝

10
｛7．6）

） ％

Table 6 Bacteriological ・response to PMPC in acute simple cystitis

lsolates No． of strains Eradicated （O／o｝ Persisted’

E． coli

P． mirabilis

P． aeruginosa

K． pneumoniae

P． morganii

Citrobacter sp．

S， epidermidis

S． aureus

Streptococcus sp．

GPC

110
 4
 3

 2

 2
 1

 6
 2

 1

 3

98 （890fo）．

2 （soo／，）

3“ooo／，）

2 “ooo／，）

2 “ooo／，）

1 （looo／，）

5 （830／e｝

2 “ ooo／，｝

1 “ooo／，）

3 ｛1 ooo／．）

12

2

1

Tota1 134 119 ｛890／o）

’Pers［sted／ rega［dless of bacter［al count



60 泌尿紀要 26巻 特集号 1980年

Table 7 StrainsW appearing after PMPC

    treatment in acute simpie cystitis

］solates No． of strains （％｝

S． faecalis

Streptococcus spp．

Peptococcus sp，

GPC

9 ｛560／o）

2 （130／o｝

1 （6010｝

4 （250／o）

Tota1 16 ｛1000／，）

Tabte 8 Side effects of PMPC

Headache and nausea

Elevated GOT

1 case ｛O，70！o）

1 case ｛O，70／o）

Tota1 2 cases ｛1．40／o｝

“E’able 9 Evaluation of usefuEness of PMPC

No． of cases Useful Not usefu1

136
（100）

124
（912）

12
（8．8）

干低率であった．他の菌種については菌株数が少なく

明確な傾向を把握することは困難であったが，全分離

134株の消失率は88．8％であった．なお投薬後分離菌

は16株認められたが，StrePtococeus faecalis 9株などす

べてグラム陽性球菌であった。本剤はグラム陰性桿

菌，ことに腸内細菌に強い抗菌力を有するが，グラム

陽性球菌に対する抗菌力は比較的弱いといわれてお

り5），本剤の使用に際してはこれを考慮する必要があ

ろう．

 副作用としては，1例に頭痛および悪心，他の1例

にGOTの上昇が認められたが，いずれも軽度で投

薬中止にいたった症例は認められなかった．

 以上急性単純性膀胱炎に対し本剤を使用し，副作用

も比較的少なく，かつ充分な臨床効果が期待できる成

績が得られた，また主治医の有用性判定においても，

90％以上が有用性ありとする成績が得られた．

ま  と  め
） olo

有用性ありと判定された．

考 察

 PMPCは，内服後MPCに変化して抗菌力を発揮
するが，E． coliに対する抗菌力はampicillin（ABPG）

よりはるかに強く，Klebsiellaにもある程度抗菌力を

有し，β一1actalnase抵抗性もABPCより強いといわ

れている2）．

 われわれは本剤を女子の急性単純性膀胱炎に対して

使用し，UTI薬効評価基準（第二版）に準じて臨床

効果を検討するとともに，副作用および主治医による

有用性判定についても検討した．本剤の投薬量に関し

て，その強い抗菌力に加え腸管からの吸収が良好であ

ることより，従来のペニシリン系抗生剤より少ない量

で充分に薬効が期待できるといわれている3・4）．その

ため今回の投薬量はABpcの常用量の約1／10にあた

る1日150mgとしたが，急性単純性膀胱炎132例の

総合有効率は95．5％とほぼ満足すべき成績が得られ

た．ことに著効率が72．7％と高い成績であった。

 これを細菌学的効果の面からみると，E． eoli 110株

については89．1％が消失したが，総合臨床効果より若

 pivmecillinamを急性単純性膀胱炎に対して使用

し，臨床効果を申心に検討した．

 1）132例に対する臨床効果は，著効96例（72．7

％），有効30例（23．5％），無効6例（4．5％）で総合

有効率は95．5％であった．

 2）148例についての副作用の検討では，1例に頭

痛および悪心，1例にGOTの軽度上昇が認められ
た．

 3）136例についての主治医による有用性の検討で

は，124例（91．2％）が有用性ありと判定きれた．
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